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東日本大震災の津波に耐え、被災地の人

たちの心の支えになった陸前高田市の「奇

跡の一本松」をみて、世界屈指のヴァイオ

リンドクター（修理・鑑定）である中澤宗

幸氏ががれきの中から流木を拾い集め「震

災の記憶を伝え、希望を目指す人たちの希

望となれば」と願い制作されたヴァイオリ

ンが世界の１千人の音楽家によるリレー

演奏がされています。 
今回くつろぎサロンの横山さんの紹介

により１０月２４日（水）松江赤十字病院 

本館６階 講堂で午後３時半より開催され患者、家族、職員の皆様 80 名が集まりました。 

奏者は松江市在住で各地の幼稚園や学校、病院などでコンサート活動されている西原麻衣子・玲

子さん親子ユニット「まい＆れいれい」演奏曲目はアメージング・グレース、NHK 震災復興支援曲 

花は咲く、里の秋、夜明けなど素晴らしい音色に感動しました。 

最後に永六輔作詞、中村八大作曲の「上を向いて歩こう」を全員で合唱して演奏会を終えました。 

 

 

ヴァイオリンの背面には、東日本大震災の大

津波耐えて残り、復興のシンボルとなった陸前

高田松原の「奇跡の一本松」が描かれています。 

 

 

 

 

（富田） 



 
 
 
 
 
 

2012/12/19 
くつろぎサロン恒例のクリスマスパーティーを１２月１９日(水)

に本館６階会議室で開催しました。 

当日は、患者・家族、入院患者、病院からは秦院長をはじめ医療

スタッフの多数の関係者が集まりました。 

 

Ｘmas はコンサートで開

宴、市内在住の矢島やす子、

津森恵美子さんの演奏と

歌でにぎやかに開始しました。曲目はサンタが町にやってくる、

きよしこの夜、ジングルベルや復興支援ソング「花は咲く」など

ポピュラーの歌 皆で合唱しました。 

クリスマスケーキは栄養課の皆様の制作の特製スイーツでカロリ 

ーを抑え健康に配慮された絶品でしたよ！！ 

  

患者・職員の作品を集めた展示も行いました。大きなタペストリ

ー、前会長の写真など多数 

の作品が提供されました。 

 

 

 

 

最大のイベントは、ビンゴゲームで可愛ちびっこサンタもお手伝、

なかなかリーチからビンゴにならず一喜一憂した楽しい会は終わ

りました。 

 
皆 様 に は よ い お 年 を お 迎 え く だ さ い ！！ 

サロンは、来年１月９日（水）午後２時より開設いたし 

ます。男性も女性も参加できます。お気軽にお出かけくだ 

 さい。 

 
（富田） 



副作用が出やすい薬 症　　　状
＊ゼローダ 手足症候群

＊スーテント

手のひらや足の裏にヒリヒリ感，チ
クチク感、ほてり感、赤く腫れる、
水ぶくれ。手足の皮膚乾燥、ひび
割れ

＊ネクサバール

＊タルセバ Rash（ラッシュ）

＊イレッサ

顔、胸、頭、後頭部などに起こるに
きびのような発疹。全身の皮膚乾
燥、手先のひび割れ、爪のまわり
の炎症

＊アービタックス
＊べクティビックス

 
20 13 / 02 /27  

がん治療には、手術、化学治療、放射線治療があります。

近年新しい抗がん剤、放射線治療の開発によりこの分野の治

療が多くなり、それに伴い副作用の課題が大きくなっていま

す。 
ある種の抗がん剤では、皮膚にトラブルを起こすことがあ

ります。 
松江赤十字病院でも外来を中心に「皮膚障害」に対するケ

アを昨年秋から開始しました。今回は乳がん看護認定看護師 

林 美幸 看護師から「がん治療中のスキンケア」について学びました。 
皮膚は表皮と真皮とで構成され、健康な皮膚は、たえず新陳代謝繰り返すことで潤いのある状態が保

たれています。 
抗がん剤の治療中は、薬剤の影響で皮膚の色素沈着、乾燥、指先、爪の硬化、

ひび割れ等の症状により療養生活にさまざまなトラブルが起こることがあり

ます。薬によって、皮膚のトラブルの症状が違います。どのような抗がん剤

の治療を受けているかチエックしてみましょう。 
抗がん剤治療中にできるだけ皮膚のトラブルが起こらないように清潔を心が

け、保湿剤やクリームで潤いを補給し、皮膚を保護する必要があります。「保

清」「保湿」「保護」がキーワードです。スキンケアを生活習慣に取り入れま

しょう。 
松江赤十字病院では、各診療科の外来窓口で相談を受けてい

ます。 
抗がん剤、放射線治療を受けている患者の中には皮膚障害の

みならずしびれ、浮腫などさまざまな副作用で苦しむ患者も多

く、これらの患者に相談しやすい専門スタッフチームによる外

来総合窓口の設置が望まれます。 
お問合せ 
 松江赤十字病院  0852－24－2111（代表） 

がん相談支援センター 0852－32－6901                       (富田)                         



 
20 13 / 03 /27  

松江赤十字病院くつろぎサロンは８周年を迎えました。３月２７日(水)午後２時から誕生会を開催、

秦院長もお出かけいただきました。会場には雛人形も飾られ華やかさを演出されました。 

特に今回は内谷会長の発案による茶会が開かれ、毛氈を敷き茶釜も用意した趣向のこった催しで

和やかなひと時でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                    

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

(富田) 


